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 抗生物質が化学療法剤 として優れてい る点は寄主 に
は殆ん ど害を与 えないで,し か もよ く病源菌を抑える
点であるが,こ こ数年来抗生物質 を動物の栄養剤 とし
て利用す ることが実用化 されて来た。この事実は非常
に興味の深い ことで,生 化学界において も重要な研究
部 門の1つ となつてい る。即ち現在行われてい るこの
方面の研究はその研究課題の数において450題 以上 に
も達 してい る有様であ り,本 年春のビタミン学会では
多数の関係学者によつて極 めて活譲なシンポジウムが
開かれた。
 事 の起 りは抗生物質の醸酵残渣を動物の飼料に用い
た ところ,そ の動物の発育が著し く促進 された ことに
始まつている。それ以来実用化の道が進められ,米 国
では1954年 にはpenicillin, aureomycin, terramycin
お よびbacitracinを 合せて490,0001bs.が 飼料に供
せ られてい る。われわれの抗生物質に対す る従来の観
念か らす ると,一 般 に多 くの 抗生物質は 副作用を伴
い,し か も使用法が適切でない と病原細菌に耐性を与
えるため,治 療剤 として使用す る時はその用法に注意
を必要 とす るのであるが,栄 養剤 として用いる時は用
量が治療用の場合の ろio以下 に過 ぎないのでそのよ う
な顧慮は一応考 えないで も良いよ うである。
 抗生物質が動物の発育 を増進す る作用については,
1)抗 生物質 はその種類によつてそれぞれ化学構造が
著 し く異な ること。  2)無 菌(germ free)の 状態
で飼育 した雛に対 しては発育促進の効果がないこと。
3> ある抗生物質 は 雛のembryoに 対 して 発育促進
作用 を示 さない こと,な どの点か ら動物の代謝作用 と
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は直接の関係がな く,む しろ動物の腸内細菌のflora
に対す る影響が主であると解 されてい る。腸内細菌と
寄主動物 との関係はPasteur以 来多 くの学者によつ
て研究 され,有 毒物質 を生産 して害を及ぼす面 と共に
ビタ ミンの合成,あ るいは栄養物質 を吸収され易い形
に変換す る作用な ど有用な面 も認め られて来た。抗生
物質 は前述の ような有害細菌を抑え る一方,ビ タ ミン
の効果を助長(Sparing action)す る作用 も持つてい
る事が認め られて居 り,従 つて発育促進作用 も一一応そ
のような作用の結果 と考 えられてい る。
 ビタ ミンの中抗生物質 と最 も関係のあるものはビタ
ミンB12で 抗生物質は其作用を促進し,悪 性貧血に対
してかな り顕著な効果 を示す。 又B12を 横取 りす る大
腸菌 を抑える作用があるか らB12の 無駄をな くする効
果がある。また抗生物質は ビタ ミンB1の 節約効果が
ある。例 えばB1の ない食餌で鼠を飼育す ると28日 間
の体重増加 はわずかに129で あるが,B1を1P・P・m
与 えたものでは619,こ れにpenicillinを 加 えた も
のは更 に体重 を増 して1129の 増加 となつた。なほ
B1を2P.P.mと した場合,体 重が1029も 増加 した
のであるが,こ の場合はpenicillinを 加 えても体重の
増加はなかつた。すなわち抗生物質の効果はビタ ミン
B1の 準適量(sub-optimal)の 時に顕著 にあらはれ る
事がわか る。 このような作用はいろいろな抗生物質の
うちpenicillinが 最 も強 く,streptomycinが これに
つ ぎ,aureomycinとterramycinとは不活性で,
chloromycetinは 却つて動物 の発育 を抑制す るようで
ある。
 ビタミンB2はB1よ りも抗生物質の影響を受け る
事が割合に少いのである。Aureomycinとpenicillin
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とは梢影響を与 えるよ うで,そ れらのB2の 発育促進
作用への助長効果はほぼ等 しい。また,pantothenic
acidの 発育促進効果の助長作用においてはpenicillin,
aロreDmycin, streptomycinお よびterramycinは い
ずれ も同じ程度である。
 脂溶性 ビタ ミンに関聯 して も二三の実験が行われて
いる。例えば雛にpenicillinを 与えると血漿のカロチ
ノイ ド含量が増加し肝臓の ビタ ミンA含 有量 も増 して
くる。又産卵難にaureomycinを 与えると血漿のカロ
チノイ ド含量が増加す る。鼠についての実験ではカロ
テンと共 にaureomycinを 与えた場合,肝 臓の ビタ
ミンA含 量の増加す ることが認められている。なお抗
生物質は ビタミンについてだけではな く蛋白質 につい
て も節約効果があることが報告 されてお り,ま た無機
物の代謝 にも影響を与えるとい う報告がある。
 その外,抗 生物質は肝臓や腎臓の障害に対 して もか
な り大 きな影響を与える作用がある。例えば鼠に多量
の酵母を与えるとnecrosisを 起して30-40日 以内に
死亡す る。 このような障害はmethionine, cysteine,
vitamin Eを 与えることによつて予防することも出来
るが,こ の場合aureomycinを1日 に5-25 mg与 え
てやつて も死亡率 を減少 させ,あ るいは生存 日数 をか
な り延長 させ ることが出来 る。また別な実験には肝臓
necrosisを 予防する効果が あると報告 してい る。0
般 に肝臓necrosisは 腸内細菌による毒素生成に起因
す ると云われてい るか ら,抗 生物質が有効なの も当然
ではあろ うが,無 菌動物を用いて も肝necrosigを 起
した と云ふ報告 も見受けられ るようである。また脂肪
を多 く含みcholineの 少い 食餌によつて 惹 き起 され
る腎臓障害 に対 して も抗生物質 は予防効果を持つてい
る。この種の障害は蕪糖を多量に含む食餌に も多 く現
われ,こ れ もまた腸内細菌が重要な役割を演じている
ことが知 られている。いま鼠に蕪糖を含む食餌 を与え
て飼育 した場合,そ の78%に 腎臓障害が現はれ るが,
ビタ ミンB12を 与えたものでは46%に 減少 しcholine
を与えた群では全然障害を起さない。 これ らの薬物の
かわ りにaureomycinを5000 P.P.m与 えると障害率
を20%に まで減少 させることが出来 る。 しかしながら
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chloromycetinとterramycinと は影響1がなかつた。
抗生物質の このような 作用は,恐 らく徴生物に よる
cholineの 分解を防 ぐためと考えられ る。要す るに栄
養 に対する抗生物質の効果は二次的に作用嵐るもので
腸内細菌のfloraに 変化 を起 し,こ の変化が栄養効果
に影響す るようである。
 さて実際に抗生物質を飼料中に混ぜて家畜を飼育 し
た場合 どれ位の発育促進効果がφ るか を,豚にaureo・
mycin醗 酵製品(APF)を 与えた場合 を例 として示し
て見 よ う。
実験 開始
時 の体重
 (lbs.)
 27.1
 27.1
 26.4
 27.0
 27.9
 27.9
給与した
蛋白質
ピーナツツ粉
全上+APE
大豆脱脂粉
全上+APF
魚  粉
同 ヒ+APF
平均1日 の
体重増加
 tlbs.)
 0.62
 1.40
 1.01
 1.31
 1.29
 1.95
 また別の報告 によると仔豚 は消化障害 を受け易いの
で・仔豚は人工乳で育て る場合には特に抗生物質が有
効でaureomycinに よる平均発育促進率は82%に 達
している。雛 に対する抗生物質の発育促進効果を見 た
実験 も多数にある。これ らの結果は勿論同時に与えた
蛋白質飼料の種類やビタ ミンB12の 量 によつて一定で
はないが・発育促進率が37%に 達 した例 もある。この
ような 発育促進 作用は抗生物質の 種類 によつて異な
り,penicillinで は1日2～10 mgで,ま たaureo-
mycinとterramycinで はいずれ も10～20mgで 効
果を示すが,streptomycinで は もつと多量を必要と
し,chloromycetinとpolymixinとにはこの ような
効果を認め る事が出来なかつた。 ビタミンB12は 植物
性蛋白質を与 えた場合卵の艀化率を増すのであるが,
このような作用を抗生物質で代用す ることは出来ない
よ うであ る。なお抗生物質 を家畜の飼料に混ぜて与え
た場合iそ の動物の肉の組成 とか栄養価値には変化を
起 さない し,家 畜の妊娠や 秘乳に も影響を及ぼさな
いo
 抗生物質が家畜に対して発育促進効果を示すことが
認められたので,最 近ではこれを人間にも応用しよう
とする実験が行われている。その結果によると,早 生
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児10人 に1日 体重1kg当 り25 mgのaureomycin
を与えた場合,最 初の2日 間は対照 よりも体重を減少
したが,そ の後体重が増加 し始め,10日 後 には対照 と
比較 して8%の 体重増加を示 したと云 う。また1日 に
aureomycinを50 mgあ るいは75 mgを 与えた実験
で も,何 れ も発育が促進されたとの結果 を得 ている。
 前に も述べたように抗生物質が動物の栄養 にかな り
顕著な効果 を示す ことについては,抗 生物質が腸内微
生物に対して影響を与え,そ の二次的な作用 として効
果が現われて くるもの と見做 されてい るのであるが,
まだ研究の余地は相当に残 されているよ うである。特
に筆者は微生物 に対する抗生物質の抗菌像が あきらか
に殺菌帯,抑 制帯および発育促進帯の3つ から成 つて
いて,抗 生物質の濃度によつては微生物の発育を促進
すると云ふ現象を重視したい と思 う。またこのよ うな
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現象と動物に対す る抗生物質の発育促進作用 との類似
について も興味を持つている。
 以上抗生物質 と栄養 との関係につい てその一端を紹
介 したのであるが,何 と云つても未だ安心 して使用出
来 る域には達 していない。従ってかつてのpenicillin
のよ うに素人が無暗に使用したために耐性菌がはびこ
り,治 療 を困難にした様なことが再び起 らないために
も一層の医学的,薬 理的な研究を進めて貰いたいと思
ふ。なお これに関連して一方では抗生物質 を肉類や加
工食品の貯蔵に応用する問題があ る。先般厚生省では
蒲鉾用魚の貯蔵用氷に量 を限つて抗生物質を入れ るこ
とを認めたのであ るが,こ れ らについて も公衆衛生 と
経済的な見地からもつ と有効に使用出来 る面 を開拓 し
て行 きたい ものである。
